
平成１６年度 決算報告書 

 

国立大学法人 北見工業大学 

 

（単位 百万円） 

区    分 予 算 額 決 算 額 
差  額 

（決算－予算） 
備   考 

収入 

 運営費交付金 

 施設整備費補助金 

 船舶建造費補助金 

 施設整備資金貸付金償還時補助金 

 国立大学財務・経営センター施設費

交付金 

 自己収入 

  授業料及入学金検定料収入 

  財産処分収入 

  雑収入 

 産学連携等研究収入及び寄付金収

入等 

 長期借入金収入 

計 

 ２，７７９

    １９

     －

    １０

     －

 １，２０８

 １，１８５

     －

   ２３

  ２２４

     －

 ４，２４０

２，７７９

１９

－

２９

－

１，１１６

１，０８１

－

３５

１９４

－

４，１３７

 

０ 

０ 

－ 

１９ 

－ 

 

△９２ 

△１０４ 

－ 

１２ 

△３０ 

 

－ 

△１０３ 

 

 

 

 

（注１） 

 

 

 

（注２） 

 

（注３） 

（注４） 

 

支出 

 業務費 

  教育研究経費 

  一般管理費 

 施設整備費 

 船舶建造費 

 産学連携等研究経費及び寄付金事

業費等 

 長期借入金償還金 

計 

 ３，９８７

 ３，３３９

 ６４８

 １９

  －

   ２２４

    １０

 ４，２４０

３，９０６

３，２２５

６８１

１９

－

２０８

２９

４，１６２

 

△８１ 

△１１４ 

３３ 

０ 

－ 

△１６ 

 

１９ 

△７８ 

 

 

（注５） 

（注６） 

 

 

（注７） 

 

（注８） 

 

収入－支出 ０ △２５ △２５ （注９） 

 

○ 予算と決算の差異について 

（注１）年度途中に政府補正予算による交付を受け、予算額に比して決算額が１９百万円多額となっている。 

（注２）入学志願者の増加に努めたため検定料収入は増加したが、平成１７年度入学者に係る入学手続き時の授

業料前納を行わなかったことにより授業料収入が減少となり、予算額に比して決算額が１０４百万円少額

となっている。 

（注３）雑収入については、外部資金の獲得に努めたことによる間接経費等の増加により、予算額に比して決算

額が１２百万円多額となっている。 



（注４）産学連携等研究収入及び寄附金収入等は、受入額の減少により、予算額に比して決算額が３０百万円少

額となっている。 

（注５）人件費の節減に努めたこと及び退職手当の残額により、予算額に比して決算額が１１４百万円少額とな

っている。 

（注６）節約等により経費の節減に努め、光熱水料等の経費は減少したが、退職者の増加により退職手当が増額

し、予算額に比して決算額が３３百万円多額となっている。 

（注７）注４に示した理由により、予算額に比して決算額が１６百万円減額となっている。 

（注８）注１に示した理由により、予算額に比して決算額が１９百万円多額となっている。 

（注９）収入に比して支出が２５百万円多額となっているが、支出において未払金が含まれていること及び寄附

金債務残高による手持ち現金を充てたことにより、業務運営について支障は生じていない。 

 

○ 支出の教育研究経費には、損益計算書上の教育経費、研究経費、教育研究支援経費、教員人件費の全部及び

職員人件費の一部を含んでいる。また、支出の一般管理費には、損益計算書上の一般管理費、役員人件費の全

部及び職員人件費の一部を含んでいる。 


